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GARP立案会議報告＊

小 倉 義 光＊＊

　ICsuとwMOの合同GARP組織委員会（JOc）
は，研究者の立場からGARPの計画立案企画に努めて

ぎた．そしてGlobalExperimentとTropicalExperi－

mentについて一応の成案ができ，いよいよその実施に

ついて政府間のレベルでの討議の段階となった．

　こうしてICSU／WMO　Planning　Conference（以下

立案会議という）が1970年3月16日から20日まで，ベル

ギーのブラッセル（正確には近郊のウクル市の王立気象

研究所）で開かれた．日本からは学術会議GARP小委

員会の山本義一委員長が日本代表として出席された．私

もJocの委員として出席したが，以下は山本教授の御

依頼により，その会議の結果を報告するものである．

　1．会議の大要

　今回の立案会議はGARPについて政府間レベルでの

最初の会議として，今後のGARPの方向をきめる重要

なものであった．それだけに各国の意気込みは予想外に

多数の出席者の数としてあらわされた．アメリカは
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　oESSA長官のWhite氏他8名，ソ連はHydrometeoro

logical　Services長官のFedorov氏他4名，英国は

Meteorological　Omce長官のMason氏他4名，西独

はWetterdienst長官のS茸ssenberger氏他5名，フラ

ンスも長官のBessemoulin氏他6名．その他アルゼン

チン，オーストリア，オーストラリア，ベルギー，カナ

ダ，デンマーク，エルサルバドル，フィンランド，イン

ド，イタリー，オランダ，ノルウェー，ポルトガル，ス

ペィン，スゥェーデン，スイス，ヴェネズエルという参

加国の多くは気象官署の長を派遣し．計24か国61名の出

席者があった＊魑．

　＊Report　of　Planning　Conferencc　on　GARP－

　　Brussels，March1970．
　＊＊Y．Ogura東京大学海洋研究所

　　一1970年6月16日受理一
料＊この点で日本の気象庁からどなたも出席でき

　　なかったことは誠に残念なことであり，日本

　　はどうしたのか会議期間中個人的にきかれて

　　返答に困ったことであった．
＊＊榊天気17（1970）228－230．

　会議は，WMO会長のNyberg氏，事務局長の

Davies氏，ICSUのGARPパネル長のCoulomb氏，

この会議の議長となった地元Van　Misghem氏からの

報告や挨拶で始った．いずれもこれまでのJOCのなし

てきた成果を高く評価すると共に，この会議の重要性を

強調し，各国の協力によりGARPを成功させたい旨が

のべられた．Jocの委員長Bolin氏からこれまでの経

過報告があった。

　つづいて各国代表からのstatementがあり，まずソ

連からGARPに極めて積極的に参加する用意がある旨

述べられると共に新しい提案があった．以下各国からそ

れぞれGARPに対する考えかた，どのように参加寄与

でぎそうか，各国からの希望などがのべられた．日本か

らは中規模擾乱が日本の天気予報にとって重要であり，

このようなregional　projectをGARPの一環として研

究したい旨のべられ，研究計画案が配布された．また後

でのべる日本の衛星計画も披露された．

　以上により各国からの寄与の輪郭が明らかにされたの

で，JOCが作製したGlobal　Experiment（GARP　Pu－

blicationSeries　No．3）およびTropical　Experiment

（同Nα4））にてらし，どのような実験が可能最善で

あるか，叉それを国際的に管理運営する方法手段はどう

かを討議するため，三つの作業部会が作られた．Global

Experimentはさらに衛星関係と気球関係の三つの小部

会にわかれた．

　こうして会議の二日目から三日間，各部会は熱心な討

議の末，報告書を作成し，それが最終日の本会議にかけ

られ，立案会議としての報告書が作製された．以下のべ

るのがその大要である．

　2．Tropical　Experiment

　立案会議はGARP　Publication　Series　Nα4に提案

されているタイプ1とタイプ皿の実験について吟味し，

その概念を承認した．Jocの第三回会合報告＊＊＊＊での

べたように，タイプ1の実験とは大規模な波動運動（典

型的な水平スケール2，000～10，000km）と雲のcluster

（スケール100～1，000km）の相互作用を研究するもの
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であり，タイプ丑の実験はclusterとそれを構成するよ

り小規模の対流系との相互作用を研究するものである．

　しかし立案会議の最初に行なわれた各国からの寄与に

ついての発言により，1974年までに西太平洋において実

験を行なうには充分な国際的な支持が得られないことが

明らかになった．それで他の地域，特に大西洋で実験を

行なうことの可能性について検討した結果，大西洋での

実験には科学的に大きな興味があり，又実行の面でも充

分可能であると結論された．

　もともとJocが提案したように，熱帯の対流系が

clusterに組織化されていることは，GARPの見地から

見て科学的に最も興味ある現象である．この現象は西太

平洋においてもっとも頻繁にみられるが，西熱帯大西洋

においても充分頻繁に出現している．この地域のcluster

はアフリカ大陸から移動してくる弱いeasterly　wavesに

ともなっておこることもあればITCZ内の擾乱にとも

なうこともある．短命な積雲から強いハリケーンにいた

るまで，多様な発達の段階も観測される．

　こうした考慮にもとづいて，立案会議は熱帯実験を大

西洋において以下の要領で行なうことを勧告した＊．

　地域は75。W20。N，20。W200N，350W　IOoS，5。E10。S

を結ぶ範囲．但しJocは次回会合でさらに検討するこ

と．期間はかりに3か月とする．実験が大西洋というこ

とになったことにかんがみて，Jocは、GARP　Publi－

cation　Series　Nα4を大西洋用に改訂し，タイプ1か皿

かあるいはその両者かについて勧告すること．

　この大西洋熱帯実験について各国の寄与は次の通り．

　＊もともと全く科学者から提唱された熱帯実験が

　　多くの国の政府に熱心に支持され，ここにはじ

　　めて実現のめどがついたことは，その推進にあ

　　たってきたJocとしても大いによろこばしい

　　ことであった．ただ科学的見地からは，もっと

　　も望ましいとJocが勧告した西太平洋でない

　　ことは全く残念なことであった．大西洋ならば

　　観測船を参加できるという欧州諸国が多く，ま

　　た1973年ごろ静止衛星が西太平洋上にある可能

　　性も全くなく，これらがかさなってこの結果と

　　なったものである．それにしても島の観測所が

　　ない大西洋で行なうことは，すでに熱帯実験の

　　目的意義を大きく制限してしまったことは明ら

　　かである．

紳つまり大西洋実験は1974年としておいたほうが

　　よかろうということである．

＊躰観測船の数にくらべて，利用できそうな航空機

　　の数の少ないのがめだつ．
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　衛星：アメリカは最初のSMS／GOES衛星を1972年

の中頃か後半にうちあげ予定．万事好調ならば1973年中

頃までに二番目の衛星うちあげ．こうした衛星の一つを

うちあげ後，大西洋におくことは可能．ただしこの衛星

は初めてあげるものであるから，静止衛星による大西洋

域の観測は1973年の終りまではでぎないとみておいた方

が安全であろう＊＊．現在のATSは実験のとぎまで作動

しているかも知れない．ATS一』Fは1973年大西洋にうち

あげられるが，主に通信用であって気象観測に使えるか

どうかは未定．以上に加えてアメリカのITOS極軌道

衛星もある予定．

　ソ連は2個の実用極軌道衛星の計画．他に実験用短命

の衛星．英国は1973年末までに実験的な極軌道衛星．フ

ランスは1974年に大西洋に静止衛星．日本も1975年頃太

平洋域に静止衛星うちあげの計画あり．ESRO（Euro－

pean　Space　Research　Organization）は現在討議中．

　船舶：1973年あるいは1974年の大西洋実験に参加でき

そうな船の数は次の通り（いずれも気象及び海洋観測用

の装備つきのもの）．アメリカ　（全期間中4，一部期間

中に1追加），ソ連（Hydrometcorologica1Servicesから

4～6，Academy　of　Scienceから2～3あるいはそれ

以上の可能性），英国（2～3），フランス（1～2），

西独（1～2），ポルトガル（1），ベルギー（1），カ

ナダ（1）以上最大で24隻．立案会議は各国がラジオゾ

ンデ，望むらくはレーウィンゾンデ装備の船が参加する

よう勧告した．

　航空機：観測装備をもつ航空機は，アメリ，カが3（た

だしハリケーン監視の必要があれば1）ソ連は1～2，

英国が1，カナダ1＊＊＊．

　その他：1973／74年までには約100隻の商船がラジオ

ゾンデあるいはレーウィンゾンデを装備する計画がある

が，どれだけのものが観測期間中に利用出来るか未定．

定期航空機による観測を確保する努力を払うこと．ブイ

については実験の具体的な立案の際に検討する．船から

のけい留気球は大気境界層の構造を知る上に強力な手段

だから，その可能性を検討するよう勧告する．

　海洋研究者との協力．この熱帯実験のためには海洋の

観測も必要であるし，同地域に集合する船は海洋観測装

備を持っていると期待されるので，かくも多くの船が共

同観測をする計画があることを海洋学会に知らせて，気

象の方で必要とする海洋観測以上にやりたいことがあれ

ば，参加するようよびかけることを勧告する．

　今後の予定表としては1971年9月までに詳細な実験計

職天気”17．8．
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画を決定するとともに実験の期日も決定し，1972年1月

までに各国から参加寄与の確約を求める，という段どり

である．

　実験の期日としては早くて1973年の中頃と予想される

が，現在の段階で1973年とぎめてしまうのは危険であ

る．いずれにしても1974年よりおそくはならない．

　それまでの間，各種観測技術・データ収集処理のテス

ト，及び各国が自国だけあるいは他の国と協力して熱帯

実験を行なうよう勧告している．

　最後に，立案会議として，太西洋での実験をしても，

世界の他の地域での問題が未解決のままで残されること

を認め，今後他の地域たとえば西太平洋でどういうよう

にして実験をするか考慮するようJ㏄に要求した．

　3．First　GARP　Glolbal　Experiment（FGGE）

　Jocが提案したFGGEの内容はすでに紹介した通

りであるが＊，これに対する各国からの予想される寄与

は次の通りである．

　3－1．極軌道衛星：アメリカは1個または2個．1，500

～1，700kmの高度で，観測項目は気温（および多分水

蒸気量）の高度分布，可視およびIRによる雲のima－

ging，雲のない地域の表面温度．ソ連は2個で観測項目

は可視およびIRによる雲，放射フラックスおよび表

面温度．もし水平探測気球およびブイがFGGEにふく

まれるならば，アメリカはFGGE期間中位置決定とデ

ータ収集用の装置をつけるかも知れない．

　西独は1975年ごろ，うちあげの計画あり（可視および

IRによるimagingおよび気温高度分布）．英国も1973

／74年に高度500kmで気温分布測定にうちあげる計画

あり．またESROも1976年の初めにうちあげを計画中．

　5－2．静止衛星：アメリカの計画は前述のとおり．フ

ランスは実験用衛星を1974年にうちあげる計画．日本は

1975年ごろ，うちあげる計画あり．可視およびIRによ

るimaging，マイク・波によるセンサー，データ収集お

よびリレー用装置．ただし搭載装置の重量制限があり，

通信用装置が優先されるため気象観測はできないかも知

れない．
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　＊（編集部注）これに関しても天気15（1969）473
　　－476，　16　（1969）　415－421，　17　（1970）　228－230，

　　のGARP組織委員会会合報告を参照されたい．
＊＊このアソダー・ライソは原文にあるものであり，

　　日本の気象衛星がいかに期待されているかわか

　　る．ぜひとも実現してほしいと思う

＊＊＊わが国のGARP計画にとって今後もっとも関

　　係のありそうなのがこれである．

　それではFGGEが1975／76年に行なわれるとして，

以上のような各国からの寄与で充分であろうか．極軌道

衛星については各国が適当に調整すれば充分と思われ

る．静止衛星については，次のような位置に衛星をおけ

ば，各国の計画内で，最大とはいわないまでも一番適当

に地球をおおえると思われる．

　　　　位置　　　　　　　国

　　　　200E　　　　　　　フフンス

　　　120。E　　　　　　日本

　　　1500W　　　　　　アメリカ

　　　　700W　　　　　　アメリカ

　かりにこれらの衛星がすべてimagingとデータ収集

の装置を持っているとすれば，上記の位置に衛星を置く

ことによってJ㏄が提案した観測条件は満足される．

しかし日本の衛星は通信用の装置が優先的にのせられ

imaging用の装置はのせられないかも知れないと日本は

のべている．そうだとすれば，imagingの点でcritica1

なギャップ（75。Eから1550E）ができることになり，

GGOS（GARP　Global　Observing　System）にとって第

五番目の衛星が不可欠のものとなってしまう＊＊．
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4．その他のGARP　Sub－Programmes

　この立案会議に参加国からGARPのSub－Program－

meとして提案されたものに，次のものがある．

　（a）大気の準二年周期の原因を追求するために，あ

る子午面に沿って・ケット観測を行ない．大気の垂直構

造を調査する．

　（b）極地域におけるエネルギーの出入りの定量的デ

ータを得るためのpolar　experimenし

　（c）モンスーン地域の特別研究

　（d）大陸に接した海域での気団の変質の観測的研

究紳＊．

　立案会議は，こうした観測的研究が大気大環循の理解

に重要であることを認め，Jocがこれらを吟味して

GARP．の全体計画のなかで優先順位を示すよう勧告し

た．

　立案会議では以上のべたことの他に，Global　Experi－

mentやTropical　Experimentを国際的にどう管理運営

していくか．またそのデータ処理・通信などをどうする

か討議されたが．ここでは省略することにする．詳しく

はGARPSpecialReportNα1としてこのPlanning
ConferenceのReportが出版されているから参照して

いただきたい．Secretariat　of　the　World　Meterological

Organization，Case　Postale　Nα　1，CH－1211Geneva

20，Switzerlandにて購入出来る．
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